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　採血による橈骨神経本幹損傷の有無

1 はじめに
　採血による神経損傷については何度も紹介していま
すが、橈骨神経本幹損傷の有無が争点になった裁判例
を紹介します。

2 事案
　Ａさん（女性）は、在学している大学看護学科の学
校健診による採血時に、採血者が橈側皮静脈から採血
しようとして一旦は針が同静脈に入ったが、途中で抜
けてしまい、そのままの状態でぐりぐりと血管を探し
た際に橈骨神経本幹を損傷したことにより神経障害が
残存しているとして約５０００万円の損害賠償を求め
て訴訟提起しました。
　Ａさんは、採血の翌日に痛みを訴え、脳神経内科、
整形外科等の複数のクリニック、大学病院を受診して
います。クリニックでは「左橈骨神経麻痺」の判断を
していますが、大学病院神経内科では、橈骨神経の神
経伝導検査やＭＲＩ検査を行い、橈骨神経損傷の可能
性は否定的としています。
　採血を担当した看護師は、採血の翌日にＡさんが痛
みを訴えたことから事故報告書を作成しましたが、そ
こには採血時にＡさんが痛みを訴えたという記載はあ
りません。

3 裁判所の判断
　福岡地方裁判所はＡさんの請求を棄却しました（Ｒ
７．９．２６判決）。　

　先ず、橈骨神経の解剖学的位置について触れ、橈骨
神経の走路は正中神経よりも深いため、穿刺の時によ
ほど針を深く刺さない限り橈骨神経を損傷する可能性
は低く、神経を直接穿刺した場合には激痛が走ると述
べ、橈骨神経に達するほど深く穿刺したことを認める
証拠はなく、また、激痛を訴えてもいないと判示しま
した。そして、神経損傷を認めるクリニックの診断も
あるが、大学病院では種々の検査を行っているが、ク
リニックではそうした検査が行われていないことを挙
げて、クリニックの判断を否定しました。

4 まとめ
　正中神経損傷は責任ありと判断されることが多いで
すが、正中神経よりも深いところを走行している橈骨
神経本幹については、そこまで深く穿刺することは考
えにくいという判断と思われます。
　ただ、穿刺したまま血管を探る行為は、患者からも
評判が悪く、また、こうした訴えにつながり易いこと
のように思えますので注意が必要です。そして、記録
をすること、その内容を正確にすることが大事である
ことを教えてくれる裁判例です。
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